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〔
書
　
評
〕

川
東
竫
弘
著
『
帝
国
農
会
幹
事　

岡
田
温

─
一
九
二
〇
・
三
〇
年
代
の
農
政
活
動

─
』
上
巻
・
下
巻深　

見　

貴　

成

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
帝
国
農
会
幹
事
と
し
て
活
動
し
た
岡
田
温
（
一
八
七
〇

年
～
一
九
四
九
年
）
の
活
動
、
特
に
農
政
活
動
に
つ
い
て
、
岡
田
の

日
記
を
も
と
に
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
川
東

竫
弘
氏
は
、
こ
れ
ま
で
岡
田
温
の
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
き
て
お

り
、『
帝
国
農
会
幹
事　

岡
田
温
日
記
』）
（
（

や
『
農
ひ
と
す
じ　

岡
田

温
─
愛
媛
県
農
会
時
代
』）
（
（

な
ど
、
岡
田
の
史
料
を
世
に
知
ら
し
め
て

き
た
。

　

一
方
で
、
近
年
、
帝
国
農
会
を
は
じ
め
と
し
た
系
統
農
会
の
研
究

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
松
田
忍
氏
は
近
代
に
お
け
る
系
統
農
会
に
つ

い
て
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る）（
（

。
松
田
氏
の
著
書
で
は
、
松
山
大
学

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
岡
田
温
の
史
料
が
数
多
く
参
照
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
帝
国
農
会
を
は
じ
め
と
し
た
系
統
農
会
研
究
を
進
め
る
に
は
、

『
岡
田
温
日
記
』
な
ど
の
岡
田
温
関
係
史
料
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ

る
と
言
え
る
。

　

本
書
は
、
副
題
に
あ
る
通
り
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
岡

田
の
活
動
を
克
明
に
追
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
昭
和
恐
慌

の
発
生
と
い
う
農
会
に
と
っ
て
大
き
な
画
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
岡

田
個
人
と
い
う
よ
り
も
、
帝
国
農
会
や
全
国
の
系
統
農
会
の
活
動
に

つ
い
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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（
上
巻
）

序
論
（
三
頁
～
二
六
頁
）

第
一
章　

大
正
後
期
の
岡
田
温

第
一
節　

帝
国
農
会
幹
事
活
動
関
係
（
二
九
頁
～
三
一
五
頁
）

第
二
節　

講
農
会
・
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
実
科
独
立
運
動

関
係
（
三
一
五
頁
～
三
三
三
頁
）

第
三
節　

自
作
農
業
・
家
族
の
こ
と
な
ど
（
三
三
四
頁
～
三

四
五
頁
）

第
二
章　

昭
和
初
期
の
岡
田
温

第
一
節　

帝
国
農
会
幹
事
活
動
関
係
（
三
四
八
頁
～
五
一
六

頁
）

第
二
節　

講
農
会
・
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
実
科
独
立
運
動

関
係
（
五
一
七
頁
～
五
二
一
頁
）

第
三
節　

自
作
農
業
・
家
族
の
こ
と
な
ど
（
五
二
二
頁
～
五

二
七
頁
）

第
四
節　

温
の
農
業
経
営
と
農
政
論
（
五
二
七
頁
～
五
五
六

頁
）

（
下
巻
）

序
（
五
五
九
頁
～
五
六
〇
頁
）

第
三
章　

昭
和
農
業
恐
慌
下
の
岡
田
温

第
一
節　

帝
国
農
会
幹
事
活
動
関
係
（
五
六
二
頁
～
九
七
七

頁
）

第
二
節　

講
農
会
・
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
実
科
独
立
運
動

関
係
（
九
七
七
頁
～
九
八
六
頁
）

第
三
節　

自
作
農
業
・
家
族
の
こ
と
な
ど
（
九
八
六
頁
～
九

九
八
頁
）

第
四
節　

温
の
農
村
経
済
更
生
論
（
九
九
八
頁
～
一
〇
〇
六

頁
）

第
四
章　

昭
和
農
業
恐
慌
回
復
期
・
日
中
戦
争
期
の
岡
田
温

第
一
節　

帝
国
農
会
幹
事
・
特
別
議
員
活
動
関
係
（
一
〇
〇

八
頁
～
一
一
二
八
頁
）

第
二
節　

講
農
会
・
東
京
高
等
農
林
学
校
関
係
（
一
一
二
八

頁
～
一
一
三
〇
頁
）

第
三
節　

自
作
農
業
・
家
族
の
こ
と
な
ど
（
一
一
三
〇
頁
～

一
一
三
八
頁
）

第
四
節　

温
の
土
地
制
度
改
革
論
（
一
一
三
九
頁
～
一
一
四

七
頁
）

お
わ
り
に
（
一
一
四
九
頁
～
一
一
五
六
頁
）
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目
次
と
構
成
を
見
て
一
目
瞭
然
で
あ
る
よ
う
に
、
岡
田
の
活
動
を

時
系
列
的
に
追
い
つ
つ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
帝
国
農
会
の
幹
事
の
活

動
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
既
に
松
田
忍
氏
が
本
書
の
書
評
で
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に）（
（

、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
章
構
成
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
岡
田
が
い
か
に
帝
国
農
会
の
幹
事
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い

た
か
を
示
す
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

一　

本
書
の
問
題
点

　

さ
て
、
通
例
で
あ
れ
ば
対
象
書
の
成
果
を
確
認
し
た
う
え
で
、
そ

の
問
題
点
を
確
認
す
る
書
評
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず

本
書
の
問
題
点
か
ら
確
認
し
た
い
。
そ
れ
は
本
書
が
出
版
さ
れ
た
意

義
に
関
わ
る
論
点
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
本
書
の
最
大
の
問
題
点
は
、
研
究
書
と
し
て
極
め
て
通

読
し
に
く
い
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ

た
い
。

　

本
書
は
『
岡
田
温
日
記
』
の
記
述
を
も
と
に
叙
述
が
進
め
ら
れ
て

い
く
が
、
日
記
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
叙
述
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
た
め
に
、
非
常
に
読
み
に
く
い
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
四
月
一
日
の
『
岡
田
温
日

記
』
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

四
月
一
日
（
火
）
晴
。

　

朝
、
富
永
君
ト
郡
中
町
ノ
有
志
七
、
八
戸
ヲ
訪
問
ス
。
十
時

過
ヨ
リ
野
村
、
隅
田
、
富
永
諸
君
ト
自
働
車
ニ
テ
上
灘
及
下
灘

村
ヲ
訪
問
シ
、
役
場
及
有
力
ナ
ル
有
志
一
、
二
ヲ
訪
問
シ
テ
、

五
時
過
大
谷
旅
館
ニ
帰
ル
。（
中
略
）

　

野
村
君
ト
岡
田
村
ニ
至
リ
、
有
志
三
、
四
十
名
ノ
会
合
ニ
挨

拶
ヲ
ナ
シ
、
所
感
ヲ
述
ヘ
、
松
山
ニ
テ
理
髪
ヲ
ナ
シ
終
列
車
ニ

テ
帰
宅
。（
以
下
省
略
））
（
（

　

こ
れ
に
対
し
、
本
書
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

四
月
一
日
、
温
は
朝
か
ら
伊
予
郡
に
行
き
、
富
永
安
吉
（
喜

多
郡
三
善
村
長
、
前
、
喜
多
郡
農
会
技
手
）
と
と
も
に
郡
中
町
の

有
志
七
、
八
戸
を
訪
問
し
、
一
〇
時
過
ぎ
か
ら
野
村
茂
三
郎
、

隅
田
源
三
郎
（
伊
予
郡
農
会
技
手
）、
富
永
ら
と
自
動
車
に
て
上

灘
村
、
下
灘
村
に
行
き
、
村
の
青
年
有
志
と
懇
談
し
、
さ
ら
に
、

野
村
と
と
も
に
岡
田
村
に
行
き
、
有
志
三
〇
余
名
の
会
合
に
出

席
し
挨
拶
を
し
た
（
本
書
一
五
七
頁
、
以
下
断
り
が
な
い
限
り
、

頁
数
は
本
書
の
も
の
）。
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こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
記
述
は
『
岡
田
温
日
記
』
を
も
と
に
岡
田

の
日
々
の
行
動
を
記
載
し
た
叙
述
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
岡
田
が

ど
こ
へ
行
き
、
何
を
し
た
か
、
そ
し
て
ど
こ
へ
出
張
し
て
何
と
い
う

旅
館
に
宿
泊
し
、
次
の
日
に
何
駅
の
何
時
発
の
列
車
に
乗
っ
て
移
動

し
た
、
と
い
っ
た
叙
述
が
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
）
か
ら
一
九
三

八
年
（
昭
和
一
三
）
ま
で
、
ず
っ
と
続
く
の
で
あ
る
。
評
者
は
本
書

と
『
岡
田
温
日
記
』
を
す
べ
て
照
ら
し
合
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
岡
田
が
何
月
何
日
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
、
と
い

う
記
述
は
、
日
記
を
元
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
は
、
読
者
に
と
っ
て
岡
田
の
ど
の
よ
う
な

活
動
が
こ
の
時
期
に
と
っ
て
重
要
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
に
く
く
、
非
常
に
読
み
に
く
い
も
の
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

他
の
例
と
し
て
は
、
岡
田
が
矢
作
帝
国
農
会
副
会
長
と
内
藤
友
明

参
事
の
問
題
（
後
述
）
に
つ
い
て
話
し
た
際
の
こ
と
を
、
本
書
で
は

「
矢
作
先
生
の
心
が
動
い
た
よ
う
だ
」（
一
八
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
『
岡
田
温
日
記
』
の
「
先
生
ノ
心
動
キ
タ
リ
」）
（
（

と
い
う

記
述
を
元
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
的
分
析
の
叙
述
に
「
矢
作
先

生
」
の
よ
う
な
岡
田
の
認
識
を
そ
の
ま
ま
持
ち
出
し
て
記
載
す
る
の

は
不
適
当
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
岡
田
の
認
識
そ
の
ま
ま
の
叙

述
が
本
書
に
は
非
常
に
多
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
日
記
を
元
に
し
て
岡
田
の
動
き
を
刻
々
と
追
う

叙
述
は
、
岡
田
が
帝
国
農
会
幹
事
と
い
う
要
職
に
あ
り
、
そ
し
て
後

に
述
べ
る
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
時
期
も
含
め
て
、
一
つ
の
事
実
も

見
逃
さ
な
い
、
と
い
う
著
者
の
真
摯
な
姿
勢
の
表
れ
と
言
え
る
。
著

者
は
「
お
わ
り
に
」
で
「
本
書
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
、

及
び
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
思
わ
れ
る
諸
点
」（
一
一

四
九
頁
）
を
ま
と
め
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
「
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ
」、
つ
ま
り
事
実
を
確
定
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
重
き

を
置
い
た
叙
述
で
あ
る
こ
と
が
著
者
の
姿
勢
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
読
者
に
と
っ
て
は
、
本
書
か
ら
岡
田
の
ど
の
よ
う
な
活

動
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
岡
田
や
系
統

農
会
の
果
た
し
た
歴
史
的
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

著
者
は
本
書
の
内
容
を
「
お
わ
り
に
」
で
一
七
点
に
わ
た
っ
て
ま
と

め
て
い
る
が
、
本
書
が
最
も
明
ら
か
に
し
、
歴
史
的
意
義
を
強
調
し

た
か
っ
た
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
評
者
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
本
書
二
〇
頁
か
ら
二
五
頁
に
か
け
て
、『
岡
田
温
日
記
』

に
登
場
す
る
膨
大
な
人
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
索
引
以
外
に
こ

の
よ
う
に
本
文
中
に
掲
げ
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
本
書
全
体
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
本
文
中
に
岡
田
に
関
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わ
っ
た
膨
大
な
人
物
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
膨
大
す
ぎ
、

岡
田
の
活
動
に
と
っ
て
鍵
と
な
る
中
心
的
な
人
物
が
誰
で
あ
り
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
膨
大
な
登
場
人
物
の

中
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

な
お
細
か
い
話
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
柱
（
見
開
き
の
左
上
の
部

分
）
に
「
第
一
節　

帝
国
農
会
幹
事
活
動
関
係
」
と
い
う
節
名
し
か

記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
頁
が
い
っ
た
い
何
年
何
月
の
話
を
し
て

い
る
か
わ
か
ら
ず
、
こ
れ
が
い
つ
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の

か
わ
か
り
に
く
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
の
問
題
点
と
し
て
、
本
書
で
は
岡
田
の
日
々
の
行
動
と
と
も

に
、
岡
田
が
雑
誌
や
新
聞
、
会
報
な
ど
に
執
筆
し
た
原
稿
の
内
容
を

一
つ
一
つ
紹
介
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
多
く
は
何
月
何
日

に
何
々
と
い
う
原
稿
を
書
き
上
げ
、「
そ
の
大
要
は
次
の
如
く
で
」

と
し
て
岡
田
の
原
稿
の
内
容
の
要
約
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
岡
田
の

原
稿
の
要
約
は
本
書
内
で
も
非
常
に
多
く
の
分
量
を
割
か
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
岡
田
の
論
説
の
要
約
を
す
べ
て
叙
述
す

る
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
評
者
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
岡
田
が
帝
国
農
会
の
筆
頭
幹
事
と
な
っ
た
一
九
二
八
年

（
昭
和
三
）
の
活
動
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
四
一
四
頁
か
ら
四
六
一

頁
に
わ
た
っ
て
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
約
一
一
頁
分
が
岡
田

の
一
〇
の
論
説
の
要
約
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
、
岡
田
の
議
論
の
一
つ

で
も
見
逃
す
ま
い
と
い
う
著
者
の
姿
勢
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

岡
田
の
論
説
の
意
義
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
た
め
に
、
読
者
に

と
っ
て
は
本
書
の
理
解
を
妨
げ
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
岡
田
の
論
説
の
要
約
は
本
書
が
取
り
上
げ
る

大
正
後
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
続
く
が
、
一
方
で
、
本
書
に
は
岡

田
の
論
説
一
覧
や
索
引
が
な
い
。
こ
れ
で
は
岡
田
が
ど
の
よ
う
な
意

見
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
か
、
も
し
く
は
一
貫
し
た
意
見
を
訴
え
た
か
、

読
者
に
は
理
解
し
づ
ら
い
。

　

こ
の
論
説
の
要
約
と
い
う
問
題
と
関
連
し
て
、
第
二
章
第
四
節
に

「
温
の
農
業
経
営
と
農
政
論
」
と
し
て
岡
田
温
『
農
業
経
営
と
農

政
』（
龍
吟
社
、
一
九
二
九
年
）
に
つ
い
て
、
第
三
章
第
四
節
「
温
の

農
村
経
済
更
生
論
」
と
し
て
同
『
農
村
更
生
の
原
理
と
計
画
』（
日

本
評
論
社
、
一
九
三
三
年
）
に
つ
い
て
、
そ
し
て
第
四
章
第
四
節
「
温

の
土
地
制
度
改
革
論
」
と
し
て
同
『
農
業
経
営
の
再
検
討
』（
龍
吟
社
、

一
九
四
二
年
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
岡
田

の
著
書
の
要
約
の
み
で
、
ど
の
点
が
岡
田
の
主
張
の
特
質
な
の
か
、

そ
れ
が
大
正
か
ら
昭
和
期
の
時
代
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

る
の
か
、
岡
田
の
主
張
の
変
遷
の
有
無
や
そ
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
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こ
れ
ら
の
岡
田
の
著
書
は
、
日
本
国
内
の
大
学
附
属
図
書
館
な
ど

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
原
著
を
見
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
。
そ
れ
を
こ
の
よ
う
に
上
下
巻
す
べ
て
合
わ
せ
て
約
四
七

頁
も
割
い
て
要
約
を
述
べ
る
こ
と
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

前
述
し
た
論
説
一
覧
の
欠
如
も
含
め
、
読
者
に
は
不
親
切
な
内
容
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
岡
田
に
対
す
る
分
析
の
欠
如
が
あ
る
一
方
、
著

者
は
岡
田
に
対
し
て
歴
史
的
分
析
を
超
え
た
評
価
を
し
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
叙
述
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
小

農
論
者
＝
温
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
た
が
、
本
書
に
よ
り
、
そ

の
名
誉
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」（
一
一
五
一
頁
）
と
い
っ
た
も

の
や
、「
第
一
七
に
、
温
の
人
柄
に
つ
い
て
で
あ
る
。
人
柄
の
良
さ

は
抜
群
で
あ
る
。
性
格
は
温
和
で
、
謙
虚
な
性
格
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
」（
一
一
五
四
頁
）
と
い
っ
た
記
述
で
あ
る
。
小
農
論
者
で
あ
る
こ

と
や
人
物
の
性
格
と
い
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
的
分
析
に
お
い
て
重
要

な
要
因
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、「
名
誉
が
回
復
」
さ
れ

る
か
否
か
は
歴
史
的
分
析
が
な
さ
れ
た
後
の
話
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
著
者
の
姿
勢
が
、
本
書
の
歴
史
的
分
析
の
欠
如
を
招
き
、
読
者

と
の
対
話
を
重
視
し
な
い
本
書
の
構
造
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
評
者
は
考
え
た
。

　

本
書
の
問
題
点
と
し
て
最
後
に
述
べ
た
い
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
史
と
の
関
係
で
あ
る
。「
序
論
」
で
著
者
は
こ
れ
ま
で
の
岡
田
温

に
関
係
す
る
研
究
を
挙
げ
、「
こ
れ
ま
で
の
農
政
の
リ
ー
ダ
ー
や
小

農
論
を
取
り
扱
っ
た
研
究
史
で
は
何
故
か
（
岡
田
が
─
評
者
）
一
切

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
」（
一
三
頁
）
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、

岡
田
の
農
業
論
や
農
本
主
義
論
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
武
内
哲

夫
氏
、
武
田
共
治
氏
、
野
本
京
子
氏
、
松
田
忍
氏
の
研
究
を
挙
げ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
な
い
視
角
や
論
点
を
本
書
で

は
提
示
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、「
お
わ
り
に
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
明
ら
か
に
な
っ

た
点
、
及
び
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
思
わ
れ
る
諸
点
」

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
の
関
連
性
が
不
明
な
も
の
が
多
い
。
例
え

ば
、
岡
田
が
出
版
し
た
『
農
業
経
営
の
再
検
討
』（
龍
吟
社
）
の
概

要
を
ま
と
め
た
上
で
（
前
述
の
通
り
、
概
要
を
述
べ
た
の
み
で
ど
の
部

分
が
重
要
で
あ
る
か
等
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
）、「
こ
の
骨
子
は
、

敗
戦
後
の
日
本
の
第
一
次
農
地
改
革
と
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
温
の

考
え
を
戦
後
の
農
林
官
僚
た
ち
（
和
田
博
雄
農
政
局
長
、
東
畑
四
郎
農

政
課
長
ら
）
が
取
り
入
れ
た
と
推
定
し
て
誤
り
な
い
だ
ろ
う
」（
一
一

四
七
頁
）
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
地
改
革
に
関
す
る
研

究
は
膨
大
に
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
念
頭
に
置
い
て
こ
の
よ
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う
に
断
言
す
る
の
か
、
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
、

岡
田
は
和
田
や
東
畑
と
数
多
く
接
触
し
て
い
る
訳
で
も
な
く
、「
大

変
よ
く
似
て
い
る
」
こ
と
だ
け
を
理
由
に
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
強

引
な
推
論
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
も
そ
も
ど
の
部
分
が
類
似
し
て

い
る
の
か
の
言
及
も
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
岡
田
温
を
取
り
上
げ
て
昭
和
恐
慌
を
挟

ん
だ
日
本
の
農
村
に
と
っ
て
、
そ
し
て
帝
国
農
会
や
系
統
農
会
に

と
っ
て
重
要
な
時
期
を
取
り
上
げ
た
貴
重
な
成
果
で
あ
る
が
、
そ
の

提
示
の
仕
方
は
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
も
の
で
あ
る
。

二　

本
書
の
成
果

　

こ
こ
ま
で
本
書
に
つ
い
て
批
判
を
加
え
て
き
た
が
、
一
方
で
岡
田

温
が
大
正
期
以
降
の
系
統
農
会
と
そ
れ
に
関
連
す
る
活
動
の
中
心
と

な
り
、
そ
れ
が
国
家
の
農
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い

得
ず
、
そ
れ
ら
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
本
書
の
大
き
な
成
果
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
系
統
農
会
の
活
動
や
農
政
運
動
が
大
正
期
の
政
治
史
の
中

で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
本
書
か
ら

浮
か
び
あ
が
っ
た
。
大
著
で
あ
る
本
書
で
あ
る
が
、
評
者
の
力
量
不

足
か
ら
、
そ
れ
を
以
下
三
点
に
の
み
に
絞
っ
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
岡
田
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
で
あ
る）（
（

。

「
お
わ
り
に
」
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
温
は
大
正
一
三
年

五
月
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
、
農
業
・
農
村
派
の
議
員
と
し
て
、
議

会
で
昭
和
三
年
二
月
ま
で
活
動
し
て
」（
一
一
四
九
頁
）
い
た
。
岡
田

は
、
帝
国
農
会
が
政
友
本
党
系
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
立

候
補
断
念
を
決
め
た
が
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
三
月
二
〇
日
、

立
候
補
を
決
意
し
た
（
一
四
九
～
一
五
一
頁
）。
こ
の
岡
田
の
選
挙
戦

を
応
援
し
た
の
が
、「
職
場
を
一
ヶ
月
近
く
休
み
、
選
挙
に
張
り
付

い
た
帝
農
参
事
・
内
藤
友
明
」（
一
六
二
頁
）
で
あ
っ
た
。
総
選
挙
後
、

内
藤
は
「
古
瀬
（
伝
蔵
、
雑
誌
『
農
政
研
究
』
の
編
集
者
─
評
者
）
ら

と
と
も
に
農
民
党
の
結
成
に
動
い
た
こ
と
な
ど
が
矢
作
（
栄
蔵
帝
国

農
会
副
会
長
、
後
に
会
長
─
評
者
）
ら
の
逆
鱗
に
触
れ
」（
一
八
二
頁
）、

最
終
的
に
辞
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
農
民
党
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
鈴
木
正
幸
氏
や
野
本
京
子
氏
の
研
究
以
降
、
近
年
は
研
究
が

深
ま
っ
て
お
ら
ず）（
（

、
非
常
に
興
味
深
い
事
実
と
言
え
る
。

　

内
藤
が
古
瀬
伝
蔵
ら
と
と
も
に
瑞
穂
会
・
全
国
農
政
団
連
合
の
結

成
に
動
い
た
こ
と
は
、
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り）（
（

、
岡
田

が
同
年
九
月
一
四
日
に
矢
作
副
会
長
に
内
藤
解
職
の
話
を
聞
き
や
む

を
得
ず
了
承
し
た
際
に
、「
内
藤
君
問
題
解
決
ス
。
最
大
苦
痛
ヲ
味
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フ
」（
一
九
〇
頁
）
と
日
記
に
記
し
た
の
も
こ
れ
ら
の
動
き
と
関
係

が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
一
方
で
内
藤
は
、
翌
一
九
二
五
年
（
大

正
一
四
）
一
月
に
岡
田
に
帝
国
農
会
幹
事
の
辞
任
を
勧
め
に
来
て
お

り
（
二
一
五
頁
）、
そ
の
後
の
岡
田
と
内
藤
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
岡
田
は
内
藤
の
就
職
の
斡
旋
に
動
い
て
お

り
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
三
月
に
は
富
山
で
内
藤
に
会
い
、
帝

国
農
会
入
り
を
勧
誘
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
岡
田
は
「
同
君

ハ
已
ニ
政
治
的
方
面
ニ
深
入
過
キ
タ
リ
」（
八
〇
三
頁
）
と
感
じ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
内
藤
と
の
関
係
は
維
持
し
つ
つ
も
、

内
藤
の
活
動
に
は
全
面
的
な
賛
意
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
内
藤
の
動
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
藤
の
活
動
と
岡
田
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な
関
連
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
農
政
運
動
全
体
の
中
で
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
研
究
の
進
展

が
待
た
れ
る
。

　

第
二
に
、
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
と
岡
田
温
と
の
関
係
で
あ
る
。

著
者
は
「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
、「
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
、

石
黒
忠
篤
や
小
平
権
一
は
必
ず
出
て
く
る
が
、
温
の
活
動
に
は
ほ
と

ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
」（
一
一
五
一
頁
）
が
、
岡
田
が
資
料
を
農

林
省
に
提
供
し
、
主
旨
説
明
や
指
導
に
回
っ
た
こ
と
か
ら
、「
温
抜

き
に
農
村
経
済
更
生
運
動
の
実
際
は
語
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
」

（
一
一
五
二
頁
）
し
た
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
更
生
運
動
は
帝
国
農
会
を
は
じ
め
と
し
た

系
統
農
会
の
役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
し
て
い
る
点
は
、
こ
れ
ま
で

の
更
生
運
動
の
研
究
史
に
は
な
い
視
角
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
一
方

で
著
者
は
こ
れ
ま
で
の
更
生
運
動
研
究
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
述
べ

て
い
な
い
。
森
武
麿
氏）（1
（

や
平
賀
明
彦
氏）（（
（

を
は
じ
め
と
し
た
更
生
運
動

に
関
す
る
研
究
は
膨
大
に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
ど
の
研
究
を
意

識
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
更
生
運
動
が
開
始
さ
れ
た
時
期
に
岡
田
が
農
林

省
に
何
か
し
ら
の
形
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
更
生
運
動
研
究
に
反
映
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
と
な
ろ
う
。

　

第
三
に
、
帝
国
農
会
と
道
府
県
農
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
指
摘

で
あ
る
。
著
者
は
「
お
わ
り
に
」
で
「
関
西
の
農
会
の
主
要
メ
ン

バ
ー
（
中
略
）
は
、
帝
農
幹
部
の
農
政
運
動
の
生
ぬ
る
さ
に
批
判
的

で
、
し
ば
し
ば
、
下
か
ら
の
突
き
上
げ
を
行
な
い
、
帝
農
を
動
か
し

た
。（
中
略
）
ま
た
、
関
西
府
県
農
会
は
農
村
救
済
の
全
国
大
会
の

開
催
を
帝
農
に
要
求
し
、
開
催
さ
れ
る
な
ど
し
た
」（
一
一
五
二
頁
）

と
ま
と
め
て
い
る
。
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
一
九
三
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〇
年
（
昭
和
五
）
七
月
の
道
府
県
農
会
長
会
議
で
は
会
長
不
在
の
不

満
が
続
出
し
た
り
、
同
年
一
一
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
全
国
農
会
長
大

会
で
は
、
岡
田
が
決
議
案
を
朗
読
し
た
際
に
「
熱
狂
す
る
群
衆
が
壇

上
に
上
が
り
、
絶
叫
」
す
る
な
ど
の
「
帝
農
へ
の
不
満
、
危
機
感
、

熱
気
」（
六
一
〇
頁
）
が
あ
っ
た
り
と
、
昭
和
恐
慌
期
に
は
帝
国
農

会
へ
の
道
府
県
農
会
か
ら
の
突
き
上
げ
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
帝
国
農
会
と
関
西
府
県
農
会
聨
合
に
つ
い
て
は
、

松
田
忍
氏
も
「
渋
る
帝
国
農
会
を
押
し
切
っ
て
、（
一
九
三
六
年
に
─

評
者
注
）
農
会
の
制
度
改
革
を
断
行
さ
せ
た
」）
（（
（

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
帝
国
農
会
と
道
府
県
農
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
道
府
県
農
会
と
い
う

ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
代
表
の
農
会
が
、
中
央
の
帝
国
農
会
を

動
か
し
た
と
い
う
事
実
が
、
昭
和
恐
慌
以
後
の
農
政
運
動
の
あ
り
方

の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
、
本
書
は
示
し
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
失
礼
を
承
知
で
批
判
を
長
々
と
述
べ
て
き
た
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
、『
岡
田
温
日
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
史
料
は
、
著
者
が

述
べ
る
よ
う
に
「
生
き
た
農
政
運
動
史
と
な
っ
て
い
る
」（
二
五
頁
）。

こ
の
よ
う
な
、
岡
田
温
の
関
係
史
料
を
発
掘
・
整
理
さ
れ
た
著
者
に

改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。
今
後
の
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代

の
農
政
運
動
を
検
討
す
る
う
え
で
、
岡
田
温
の
史
料
は
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
史
料
で
あ
る
こ
と
が
、
著
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
農
政
運
動
と
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
戦

時
期
に
向
か
う
日
本
社
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の

か
、
岡
田
温
の
関
係
史
料
か
ら
歴
史
像
を
構
築
す
る
た
め
に
、
さ
ら

に
検
討
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
、「
本
書
で
私
は
研
究
上
の
一
応
の
区

切
り
を
付
け
た
」（
一
一
七
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
今

後
岡
田
温
と
い
う
人
物
を
通
じ
て
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
日
本
社

会
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
岡
田
の
史
料
が
「
生
き
た
農

政
運
動
史
」
と
し
て
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
著
者
に
は
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
著

者
だ
け
で
な
く
、
評
者
を
含
め
た
研
究
者
が
そ
の
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
（
）		

原
文
校
閲
・
脚
注
川
東
竫
弘
『
帝
国
農
会
幹
事
岡
田
温
日
記
』

第
一
巻
～
第
一
一
巻
（
松
山
大
学
総
合
研
究
所
所
報
第
四
九
、
五

〇
・
五
三
・
五
七
・
六
四
・
七
〇
・
七
二
・
七
四
・
七
七
・
八

五
・
八
八
、
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
一
五
年
）。
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（
（
）		

川
東
竫
弘
『
農
ひ
と
す
じ　

岡
田
温
─
愛
媛
県
農
会
時
代
─
』

（
愛
媛
新
聞
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
（
）		
松
田
忍
『
系
統
農
会
と
近
代
日
本　

一
九
〇
〇
─
一
九
四
三

年
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。

（
（
）		

松
田
忍
「
書
評　

川
東
竫
弘
著
『
帝
国
農
会
幹
事　

岡
田
温
─

一
九
二
〇
・
三
〇
年
代
の
農
政
活
動
』
上
、
下
」（『
史
学
雑
誌
』

第
一
二
五
編
第
四
号
、
二
〇
一
六
年
）
七
三
頁
。

（
（
）		

前
掲
『
帝
国
農
会
幹
事
岡
田
温
日
記
』（
第
六
巻
）
五
〇
頁
。

（
（
）		

前
掲
『
帝
国
農
会
幹
事
岡
田
温
日
記
』（
第
六
巻
）
一
二
五
頁
。

（
（
）		

こ
の
点
は
、
松
田
忍
氏
の
書
評
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲

松
田
書
評
七
〇
頁
。

（
（
）		

鈴
木
正
幸
「
立
憲
農
民
党
論
序
説
」（『
埼
玉
民
衆
史
研
究
』
創

刊
号
、
一
九
七
五
年
）、
同
「
大
正
期
農
民
政
治
思
想
の
一
側
面

─
農
民
党
論
の
展
開
と
そ
の
前
提
（
上
下
）」（『
日
本
史
研
究
』

第
一
七
三
・
一
七
四
号
、
一
九
七
七
年
）、
同
「
長
野
県
に
お
け

る
農
民
党
運
動
の
展
開
」（
大
江
志
乃
夫
編
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
形
成
と
農
村
』
校
倉
書
房
、
一
九
七
八
年
）、
同
「
大
正
期
農

民
運
動
の
展
開
」（『
論
集
（
神
戸
大
学
教
養
部
紀
要
）』
第
二
二

号
、
一
九
七
九
年
）、
同
「
立
憲
農
民
党
運
動
の
展
開
と
帰
結
」

（『
日
本
史
研
究
』
第
二
五
一
号
、
一
九
八
三
年
）、
野
本
京
子

『
戦
前
期
ペ
ザ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
系
譜
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九

九
九
年
）。

（
（
）		

前
掲
鈴
木
「
立
憲
農
民
党
運
動
の
展
開
と
帰
結
」。

（
（1
）		

森
武
麿
『
戦
時
日
本
農
村
社
会
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
）。

（
（（
）		

平
賀
明
彦
『
戦
前
日
本
農
業
政
策
史
の
研
究
』（
日
本
経
済
評

論
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
（（
）		

前
掲
松
田
『
系
統
農
会
と
近
代
日
本
』
三
〇
二
頁
。

川
東
竫
弘
著
『
帝
国
農
会
幹
事　

岡
田
温
─
一
九
二
〇
・
三
〇
年
代
の

農
政
活
動
─
』
上
巻
・
下
巻
（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
四
年
七
月
・

一
一
月
、
菊
判
、
全
一
一
七
二
＋xxxiv

頁
、
本
体
価
格
九
、
五
〇
〇

円
・
一
二
、
〇
〇
〇
円
）

（
ふ
か
み
　
た
か
し
げ
・
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
）


